
難治性である消化器癌腹膜転移に対する制限増殖型レオウイルス製剤の開発

◼ 研究の背景

消化器癌腹膜転移

◼ 癌に対する制限増殖型ウイルス療法

✓ 腹膜転移は消化器癌の中で胃癌、膵癌、大腸癌で
頻度が高く、年間約4万人が罹患

✓ 根治手術ができずいまだ有効な治療法がない

新規治療法開発が喫緊の臨床的課題

◼ 本事業で私たちが目指すもの

制限増殖型レオウイルス治療薬製剤を光線力学療法、あるいは免疫
チェックポイント阻害剤を用いた免疫療法との併用により、難治性で
ある消化器癌腹膜転移に対して、新規性があり、かつ癌特異的な効果
が期待される集学的腫 瘍 溶 解 性 ウ イ ル ス 療 法（ Oncolytic
virotherapy）を開発する。

◼ 制限増殖型レオウイルス療法の開発プロセス
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